
　
若
手
教
師
の
増
加
に
伴
い
、
指
導
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
と
継
承
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
。
そ
こ

で
進
路
指
導
の
３
年
間
の
流
れ
や
各
学

年
で
の
重
点
事
項
を
一
覧
に
し
、
校
内

研
修
で
共
有
し
た
。ま
た
、探
究
学
習

の
充
実
を
図
っ
た
こ
と
で
、
生
徒
の
総
合

型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
へ
の
意
識
が
高

ま
る
効
果
が
表
れ
た
。
例
え
ば
、
生
徒

の
発
表
の
場
を
増
や
し
、
教
師
が
丁
寧

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、生

徒
が
試
行
錯
誤
の
過
程
や
自
分
自
身
の

こ
と
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
、生
徒
は
自
分
が
突
き
詰
め
た
い

こ
と
を
明
確
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、同

選
抜
の
受
験
者
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

＃
進
路
指
導
の
全
校
体
制

＃
探
究
学
習
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

進路指導や探究学習の支援を
全校体制とし、相乗効果を図る

埼玉県立所沢北高校

設
立

　
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
６
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、

埼
玉
大
、
千
葉
大
、
電
気
通
信
大
、
東
京
外
国
語

大
、
東
京
科
学
大
、
東
京
大
、
東
京
農
工
大
、
一

橋
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
81
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
１
２
９
人
が
合
格
。

No.296

指導の全校体制化

36 高校版  2025 July

0-01-5-00010-001 2025 年度 VIEW next 高校版 7 月号 36 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

06/12
小谷

再
念
校

06/23
三宅

再
2
念
校

06/25
下村 − −/−

− − −/−
−

P036-039_view-next-koukou-7g.indd   36P036-039_view-next-koukou-7g.indd   36 2025/06/25   17:582025/06/25   17:58



選
抜
に
対
し
て
生
徒
の
多
く
は
、
入
試
の 

準
備
が
大
変
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
し
か

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
自

分
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
探
究
学
習

が
同
選
抜
で
の
合
格
に
つ
な
が
る
こ
と
を

意
識
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
採
択
に
向
け
て
、
合
格

の
鍵
と
な
る
探
究
学
習
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
」

　
全
校
体
制
で
の
進
路
指
導
の
実
現
に
向

け
て
、
進
路
指
導
部
は
24
年
３
月
、
校
内

研
修
を
実
施
。
自
校
の
進
路
指
導
の
現
状

と
課
題
、
３
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ
と

重
点
事
項
を
示
し
、
全
教
師
で
共
有
し
た

（
Ｐ
．38
図
１
）。
当
時
進
路
指
導
主
事
だ
っ

た
木
下
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
各
学
年
の
指
導
の
重
点
事
項
は
以
前

と
同
じ
で
す
が
、３
年
間
の
指
導
を
一
覧

に
し
て
可
視
化
し
、教
師
が
い
つ
で
も
見

返
し
て
認
識
し
や
す
く
し
ま
し
た
。『
中
励

み
』『「
依
存
型
学
習
者
」か
ら「
自
立
型
学

　
２
０
２
４
年
度
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
１
）
の

指
定
を
受
け
た
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
に

は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
課
題
が
あ
っ

た
。
１
つ
は
、
３
年
間
を
見
通
し
た
進
路

指
導
の
体
系
化
だ
。
同
校
に
10
年
前
、
教

頭
と
し
て
赴
任
し
た
経
験
が
あ
る
木
村

郁い
く
ふ
み文

校
長
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
以
前
と
比
べ
て
、
今
は
若
手
の
教
師

が
増
え
、
学
校
が
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す

が
、
教
師
集
団
と
し
て
は
経
験
不
足
で
あ

る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
の
学

年
団
主
導
の
体
制
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承

や
蓄
積
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
学
校
全
体

で
の
組
織
的
な
指
導
と
し
て
、
よ
い
点
は

継
承
し
、
課
題
は
改
善
し
て
指
導
力
を
向

上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
も
う
１
つ
の
課
題
は
総
合
型
・
学
校
推

薦
型
選
抜
に
挑
戦
す
る
生
徒
の
育
成
だ
。１

学
年
主
任
の
木
下
真
介
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
は
募
集

人
員
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在

感
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同 

習
者
」へ
』な
ど
、教
師
が
生
徒
に
繰
り
返

し
伝
え
て
い
る
言
葉
も
盛
り
込
み
ま
し
た
」

　
３
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ
で
は
、
１

年
次
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
強

調
し
た
。
全
生
徒
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
成
績
が
下
降
し
た
時
期
は
１
年

次
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
、
難
関
大
学
に

合
格
し
た
生
徒
は
他
の
生
徒
よ
り
も
１
年

次
か
ら
学
習
時
間
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
分
か
っ
た
か
ら
だ
。
校
内
研
修
で
も
そ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
１
年
次
は
指
導

の
比
重
を
５
割
と
す
る
も
の
の
、
学
年
が

上
が
る
に
つ
れ
て
教
師
の
か
か
わ
り
方
を

「
指
導
」か
ら「
伴
走
」に
す
る
こ
と
で
生
徒

の
自
立
を
促
す
方
針
を
共
有
し
た
。進
路

指
導
主
事
の
新
井
大だ

い
す
け翼

先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
３
年
次
に
成
績
が
伸
び
た
生
徒
は
、１

年
次
か
ら
部
活
動
に
励
み
つ
つ
、
学
習
習

慣
や
生
活
習
慣
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が

デ
ー
タ
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
エ

ビ
デ
ン
ス
に
、『
１
年
次
に
し
っ
か
り
土
台

を
築
い
て
こ
そ
、
３
年
次
の
部
活
引
退
後

に
伸
び
る
』
と
生
徒
に
伝
え
て
い
く
こ
と

を
、
教
師
間
で
目
線
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
」

　
進
路
指
導
上
の
活
動
が
よ
り
効
果
的
に

な
る
よ
う
、実
施
の
順
序
も
見
直
し
た
。例

え
ば
、以
前
の
２
年
次
は
11
月
に
実
力
テ

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。

若
手
教
師
の
増
加
に
伴
い
、

進
路
指
導
を
全
校
体
制
に

進
路
指
導
の
重
点
事
項
を

デ
ー
タ
を
基
に
示
し
、全
校
で
共
有

1

進
路
指
導
主
事

新
井
大
翼 

あ
ら
い
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

英
語
科
。

１
学
年
主
任

木
下
真
介 

き
の
し
た
・
し
ん
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科（
政
治
・
経
済
）。

校
長木村

郁
文 

き
む
ら
・
い
く
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

理
数
科
長
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
委
員
長

田
口
康
弘 

た
ぐ
ち
・
や
す
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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図１

図２

ス
ト
を
実
施
し
た
後
に
入
試
動
向
な
ど
の

説
明
会
を
し
て
い
た
が
、今
は
説
明
会
を
前

倒
し
し
て
10
月
に
行
い
、生
徒
に
大
学
入
試

へ
の
見
通
し
を
持
た
せ
て
か
ら
、11
月
に
実

力
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
流
れ
に
変
え
た
。

　
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に
挑
戦
す

る
生
徒
の
育
成
で
は
、ま
ず
は
探
究
学
習

の
充
実
を
図
っ
た
。同
校
の
探
究
学
習
で

は
、科
学
的
探
究
力
の
育
成
を
目
指
し
、生

徒
が
試
行
錯
誤
す
る
過
程
を
重
視
し
て
い

る
。さ
ら
に
、
成
果
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と

ま
で
が
研
究
で
あ
る
と
捉
え
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
も
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
他
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
実
践

を
参
考
に
、
24
年
度
か
ら
理
数
科
の
「
課

題
研
究
」
で
は
、
３
年
次
の
研
究
論
文
の

完
成
ま
で
に
、
生
徒
が
発
表
す
る
場
を
５

回
設
け
る
こ
と
に
し
た（
図
２
）。
教
師
は
、

「
主
体
的
な
研
究
に
な
っ
て
い
る
か
」「
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
過
程
に
も
目
を
向
け

て
い
る
か
」
と
い
っ
た
観
点
で
発
表
を
見

取
り
、生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。生

徒
は
試
行
錯
誤
の
過
程
の
言
語
化
や
教
師

と
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、自
分
が
何
を
感

じ
、何
を
得
た
か
を
振
り
返
り
、何
を
ど
う

生
か
す
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
、
理
数
科
長
の
田
口
康
弘
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
は
例
え
ば
、『
想
定
外
の
結
果
で

実
験
に
失
敗
し
た
』と
よ
く
言
う
た
め
、手

順
を
踏
ん
だ
実
験
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
結
果

で
も
そ
の
考
察
が
研
究
に
な
る
と
伝
え
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
教
師
が
取
り
組
み

の
過
程
を
評
価
す
る
と
、生
徒
は
主
体
的

に
試
行
錯
誤
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
過

程
を
言
語
化
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
力
は
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
に
も
生
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
課
題
研
究
を
担
当
す
る
数
学
科
と
理

科
の
全
教
師
は
、
発
表
を
見
取
る
観
点
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
共
有
。
月
１
回
以
上
は

集
ま
り
、
生
徒
の
様
子
の
見
取
り
方
や
声

の
か
け
方
な
ど
を
助
言
し
合
っ
て
い
る
。

全
教
師
で
取
り
組
む
一
体
感
を
醸
成
し
、

探
究
学
習
の
指
導
経
験
が
浅
い
教
師
が
相

談
し
や
す
い
体
制
に
し
た
の
だ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
生
徒
が
探
究
学
習
を

通
じ
て
自
分
自
身
の
こ
と
を
メ
タ
認
知
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
探
究
学
習

が
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に
つ
な
が

各学年の進路指導の目標と重点事項

各学年の目標と指導の重点事項を整理。上記に加えて、学年ごとに進路行事の年間計画と
各行事の位置づけを明文化して、全教師と共有した。
※学校資料を基に編集部で作成。 

１学年 ２学年 ３学年

目標
「生活習慣・学習習慣」

の確立と定着
進路目標の明確化で

中だるみ→「中励み」へ
学習と受験校選定で

「圧倒的主体性」を発揮

重点
事項

★学習計画表を活用し
て生活・学習サイクル
を定着させる→授業
・定期考査ベースの
PDCA サイクルを確立

★中学校との違いを明
確に意識する→隙間
時間の活用と計画性
を持った時間管理

★志望する分野・大学等
を明確にし、目標宣言を
する→併せて、志 望理
由を明文化

★「依存型学習者」から「自
立型学習者」へと脱皮
する

★修学旅行を機に「受験
生」へと切り替えを図る

★目標逆算型の学習計
画を実践する→模擬
試験ベースの PDCA
サイクルを徹底

★生徒自ら併願パターン
を選 定・決 定→情報
収集と整理を意識

★「授 業 第１主義」の
完遂

目標
学習時間 平日：学年＋１時間　休日：学年＋３時間 平日：学年＋１時間＋α

休日：学年＋３時間＋α
合格要因に
占める割合 ５ ３ ２

教師の
かかわり 指導 伴走

理数科「課題研究」スケジュール

時期 活動名 目的・内容

１年次
１〜３月

研究テーマ・
研究班決定

生徒は希望分野ごとに分かれ、自分が取り組みたい研究テーマを提
案。議論と投票を経て、いくつかの研究テーマを決定し、同じテー
マを希望する生徒同士で班を結成。

２年次
５月中旬

研究目的
プレゼン

班ごとにポスター発表形式で研究の目的・計画を発表し、教師と質疑
応答を行う。研究の動機、先行研究を含めた背景などを確認。

２年次 
６月下旬

研究過程
報告会

事前に研究過程報告書を提出。それを基に生徒が教師に途中経過を
報告し、教師が助言。生徒間でも報告・助言し合う。

２年次
９月下旬〜
10 月初旬

中間発表会
試行・予備実験を含む研究過程をまとめ、ポスターセッション形式
で発表。２年生は互いに発表を聞いて意見を出し合う。３年生も聴
衆として参加して助言する。

２年次
２月初旬 本発表会 班ごとに研究成果をスライドにまとめて口頭発表。発表８分間、質

疑応答７分間。聴衆の教師と１年生は意見や助言を述べる。

３年次
６月中旬

最終成果
発表会

本発表会での聴衆からの意見、教師からの助言、自分たちが感じた
課題や疑問を整理して追実験等を実施。その結果を加えた研究成果
の総まとめをポスターセッション形式で発表。

３年次
５〜10月

研究論文
作成

研究のまとめとともに、科学的な課題研究であったか検証。７月ま
でに班ごとに草稿を作成し、10 月までに個人で研究論文を作成。

「活動名」の赤の地色が発表の場。
※学校資料を基に編集部で作成。

生
徒
が
探
究
学
習
の
過
程
を

メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
支
援

2
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る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
た
め
、
同
選
抜
の

合
格
者
も
含
め
、
卒
業
生
の
進
路
体
験
発

表
会
を
毎
年
３
月
に
実
施
。
全
体
会
の
後
、

学
部
学
科
別
に
生
徒
と
卒
業
生
が
少
人
数

で
対
話
す
る
分
科
会
も
行
っ
て
い
る
。
25

年
度
は
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に

対
応
し
た
補
講
も
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
さ
ら
に
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
、
知
的

好
奇
心
を
刺
激
す
る
場
と
し
て
、
研
究

者
に
よ
る
講
演
会
を
年
２
回
実
施
し
て
い

る
。
24
年
度
は
、
東
京
大
学
の
教
授
と
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
講
演
会
を
開
催
し

た
（
コ
ラ
ム
参
照
）。
講
演
前
に
は
同
校

の
教
師
が
講
演
内
容
の
基
礎
知
識
を
伝
え

る
事
前
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
の
講
演
会
当
日
も
、
物
理
担
当

の
教
師
が
事
前
講
義
を
行
っ
た
。

　「
講
演
内
容
か
ら
、
世
界
ト
ッ
プ
の
研

究
も
先
行
研
究
の
１
つ
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
自
分
た
ち
の
研
究
と
の
つ
な
が
り
を

生
徒
は
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
講
演

者
に
つ
い
て
よ
く
調
べ
て
き
た
か
ら
か
、

生
徒
か
ら
教
科
書
外
の
知
識
が
必
要
な
質

問
も
出
ま
し
た
」（
田
口
先
生
）

　所沢北高校では「夢を叶える力 時代を創る力」を
合言葉に掲げており、データを基にした進路指導の
重点事項を先生方全員で共有して指導計画を体系化
したことで、先生方も生徒も学びの方向性が明確に
なったことが印象的でした。それによって生徒は、
試行錯誤しながらも探究学習などに自律的に取り組
むようになり、第１志望の進路実現につながってい
ることが、同校の魅力だと感じています。
　探究学習の支援でも、生徒を見取るポイントをルー
ブリックにし、先生方の声かけを統一していました。
それが、生徒が自信を深め、総合型・学校推薦型選抜
と自身の探究学習との関連の理解につながり、国公立
大学の同選抜合格者数の増加という結果に結びつい
たのだと思います。今後、同校のさら
なる魅力化に貢献できるよう、私も全
力でご支援させていただきます。

　2025 年３月、ノーベル物理学賞を 1997 年に受賞し
たアメリカ・メリーランド大学のウィリアム・ダニエル・
フィリップス教授による講演会が同校で開催された（＊
２）。講演会の準備には物理部と生物部の生徒が参加。講
演後に生徒は同教授・ノーベル財団職員と昼食をともに
し、直接会話をした。講演のテーマは、「時間、アインシュ
タイン、そして宇宙で最もクールなもの」。質疑応答で生
徒は、「多原子のイオンや分子を低温にすることに意義は
あるのか」「原子を冷却する際に、なぜセシウムを選んだ
のか」など、様々な疑問を教授に投げかけた。「教授は生
徒からの質問を特に気に入っていた」と、ノーベル財団
職員から報告があったという。生徒は、「教授は原子の冷
却が正確な時計の製作に役立ち、それがＧＰＳなどの身近
なものに結びついてい
る点を明確に説明して
くれた。研究内容を身
近に感じられた」「少
し時間を置いてから同
じ問題に取り組むと別
の視点が見つけられる
という話が勉強になっ
た」など、多くの刺激
を受けていた。

＊２　講演会は、「ノーベル・プライズ・ダイアログ東京 2025」関連イベントの「学生講義」として、科学への興味・関心の向上を目的に開催された。日本の高校で
は、会場校に応募した高校の中から同校が初めて選ばれた。

　
国
公
立
大
学
の
総
合
型
・
学
校
推
薦
型

選
抜
の
受
験
者
は
、23
年
度
入
試
の
19
人
、

24
年
度
入
試
の
17
人
、
そ
し
て
25
年
度
入

試
は
24
人
と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　「
24
年
度
入
試
の
総
合
型
選
抜
で
東
北

大
学
に
合
格
し
た
生
徒
は
、
探
究
学
習
で

関
心
を
持
っ
た
こ
と
を
同
大
学
で
追
究
し

た
い
と
、受
験
の
相
談
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
明
確
な
志
望
理
由

を
持
っ
て
大
学
入
試
と
向
き
合
う
生
徒
を

育
て
て
い
き
ま
す
」（
新
井
先
生
）

　
25
年
３
月
末
に
行
っ
た
校
内
研
修
で
も

３
年
間
の
進
路
指
導
の
流
れ
を
共
有
し
、

指
導
の
重
点
事
項
を
再
確
認
し
た
。

　「
進
路
指
導
も
探
究
学
習
も
全
校
体
制

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
進
路
指

導
と
探
究
学
習
の
連
携
を
強
化
し
、
生
徒

の
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
木
村
校
長
）

進
路
指
導
と
探
究
学
習
を

連
携
さ
せ
、学
習
意
欲
を
高
め
る

埼玉県立所沢北高校

株式会社ベネッセコーポレーション首都圏支社

埼玉県立所沢北高校担当 八戸 崇

生徒の自律的学習の姿勢を育む、
体系的な指導体制の構築

世界トップの研究を身近に感じる場に

生徒から 12 個の質問が上がった。
会場は大いに盛り上がり、予定より
15 分間超過して終了した。

ノーベル賞受賞者による講演会を開催

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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